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演目は 清元 「梅の春」 長唄 「鷺娘」 の二番 
梅の春は相当の技術を要する御祝儀曲の代表格であるが、古典舞踊の基本を忠実に守りながらも一歩踏み
込んだ演技をみせ格式高い舞台を作り上げた。鷺娘は吾妻流に伝承されている振付で演じられた.従来の歌
舞伎舞踊と一線を画した故吾妻徳穂師が生涯を通じて確立した型をよく研究し舞台に体現した。実技におい
てはリサイタルの難曲に正面から向かう姿と努力が清々しく将来に期待出来る優秀な人材となるであろう。 
 
論文 
吾妻流に至るまでの歴史を細部に渡り調べ上げ、徳穂が独自の舞踊の方を創り上げていく経緯を年代別に
作品と照らしながら考察している。膨大な資料の中からここまで纏めた努力は認めるが、膨大なゆえに曖昧
になっているディテールも多いように思える。構成も含めて多少の手直しの必要があると思う。 
 
協議の結果、総合成績は合格とする。 
